
特集　 今日から始めよう わたしとみんなの防災

　
令
和
６
年
７
月
の
大
雨
災
害
か
ら

間
も
な
く
２
年
。
復
興
へ
の
道
の
り

は
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ

復
旧
工
事
の
進
捗
率
は
50
％
を
超
え

る
な
ど
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
６
月
〜
10
月
は
、
梅
雨
前
線
や
台

風
に
よ
る
豪
雨
リ
ス
ク
が
高
ま
る

「
出
水
期
」
で
す
。
災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
私
た
ち
の
日
常
を
脅
か
す
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
を
客
観
的

に
把
握
し
て
「
災
害
を
正
し
く
恐
れ

る
」
こ
と
が
防
災
の
第
一
歩
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
行
政
に
よ
る
支

援
（
公
助
）
に
は
ど
う
し
て
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に

し
た
い
の
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
自
助
の
精
神
で
す
。

一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

備
え
る
こ
と
は
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん

家
族
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
こ
と

に
直
結
し
ま
す
。

　
大
雨
災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

ず
、
日
頃
の
備
え
を
今
一
度
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
で
き
る
備
え
を

今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

皆さんのご意見をお寄せください
【公開期間】7月20日㈷まで

今日から始めよう
わたしとみんなの防災
特集

▲酒田地区広域行政組合消防本部 消防救助技術訓練▲令和7年山形県・酒田市合同総合防災訓練

▲令和8年度最上川下流・赤川総合水防演習

問【防災に関すること】危機管理課危機管理係 ☎26-5701　【復旧・復興に関すること】総務課総務係 ☎26-5700

いつも持ち歩くものに防災の意識をプラスしましょう

０
次
の
備
え

い
つ
も
携
帯
、
防
災
ポ
ー
チ

１
次
の
備
え

備
え
万
全
、
非
常
持
ち
出
し
袋

２
次
の
備
え

万
一
の
備
え
、
安
心
ス
ト
ッ
ク

飲料水
外出中の水分
補給にも

スリッパや
内履き
避難所で使える

下着など着替え、
タオル、雨具など
時期によっては
防寒着も必要

飲料水や食料品
1人当たり3日～1週間分程度が目安。
普段食べるものを多めにストックし、
使いながら更新すると無駄がありません

カセットコンロ、
ライター
電気、ガスが
止まった時に

工具、ロープ

凝固剤、
吸収剤入りの
簡易トイレ袋
数を多めに準備

高齢者用、乳幼児用、
女性用など、必要な
ものを選んで備えて
おきましょう

凝固剤・
吸収剤入りの
簡易トイレ袋

保存食
簡単に食べられるものを準備

ホイッスル、防犯ブザー
閉じ込められた時や声が
出せないとき、危険を
知らせるときにも

ウエットティシュ、
ポリ袋、
油性マーカーアメ、チョコレート

など

現金、マイナンバー
カードなど

スマートフォンと
バッテリー
安否確認や情報収集に

小さいサイズの
懐中電灯

処方薬、
歯ブラシ

さっと持って避難できるよう、1人1袋を目安にまとめ、
家庭や職場に備えましょう （目安は男性15kg、女性10kgまで）

ライフラインが途絶えても、数日間は暮らせる物品を
家庭に備蓄しましょう

0次の備えに
プラスして

　
災
害
が
起
き
る
の
は
、
家
に
い
る
時
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
通
勤
・
通
学
中
や
お
出

掛
け
中
な
ど
、外
出
先
で
被
災
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
電
気
、ガ
ス
、上
・

下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
突
然
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
災
状

況
や
場
面
に
応
じ
て
、 

３
段
階
に
分
け
て
備
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

３
段
階
で

災
害
に
備
え
る

備
え
る

災
害
は
突
然
来
る

い
つ
か
で
は
な
く

今
備
え
よ
う

2



特集　 今日から始めよう わたしとみんなの防災

　
令
和
６
年
７
月
の
大
雨
災
害
か
ら

間
も
な
く
２
年
。
復
興
へ
の
道
の
り

は
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ

復
旧
工
事
の
進
捗
率
は
50
％
を
超
え

る
な
ど
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
６
月
〜
10
月
は
、
梅
雨
前
線
や
台

風
に
よ
る
豪
雨
リ
ス
ク
が
高
ま
る

「
出
水
期
」
で
す
。
災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
私
た
ち
の
日
常
を
脅
か
す
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
を
客
観
的

に
把
握
し
て
「
災
害
を
正
し
く
恐
れ

る
」
こ
と
が
防
災
の
第
一
歩
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
行
政
に
よ
る
支

援
（
公
助
）
に
は
ど
う
し
て
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に

し
た
い
の
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
自
助
の
精
神
で
す
。

一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

備
え
る
こ
と
は
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん

家
族
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
こ
と

に
直
結
し
ま
す
。

　
大
雨
災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

ず
、
日
頃
の
備
え
を
今
一
度
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
で
き
る
備
え
を

今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

皆さんのご意見をお寄せください
【公開期間】7月20日㈷まで

今日から始めよう
わたしとみんなの防災
特集

▲酒田地区広域行政組合消防本部 消防救助技術訓練▲令和7年山形県・酒田市合同総合防災訓練

▲令和8年度最上川下流・赤川総合水防演習

問【防災に関すること】危機管理課危機管理係 ☎26-5701　【復旧・復興に関すること】総務課総務係 ☎26-5700

いつも持ち歩くものに防災の意識をプラスしましょう

０
次
の
備
え

い
つ
も
携
帯
、
防
災
ポ
ー
チ

１
次
の
備
え

備
え
万
全
、
非
常
持
ち
出
し
袋

２
次
の
備
え

万
一
の
備
え
、
安
心
ス
ト
ッ
ク

飲料水
外出中の水分
補給にも

スリッパや
内履き
避難所で使える

下着など着替え、
タオル、雨具など
時期によっては
防寒着も必要

飲料水や食料品
1人当たり3日～1週間分程度が目安。
普段食べるものを多めにストックし、
使いながら更新すると無駄がありません

カセットコンロ、
ライター
電気、ガスが
止まった時に

工具、ロープ

凝固剤、
吸収剤入りの
簡易トイレ袋
数を多めに準備

高齢者用、乳幼児用、
女性用など、必要な
ものを選んで備えて
おきましょう

凝固剤・
吸収剤入りの
簡易トイレ袋

保存食
簡単に食べられるものを準備

ホイッスル、防犯ブザー
閉じ込められた時や声が
出せないとき、危険を
知らせるときにも

ウエットティシュ、
ポリ袋、
油性マーカーアメ、チョコレート

など

現金、マイナンバー
カードなど

スマートフォンと
バッテリー
安否確認や情報収集に

小さいサイズの
懐中電灯

処方薬、
歯ブラシ

さっと持って避難できるよう、1人1袋を目安にまとめ、
家庭や職場に備えましょう （目安は男性15kg、女性10kgまで）

ライフラインが途絶えても、数日間は暮らせる物品を
家庭に備蓄しましょう

0次の備えに
プラスして

　
災
害
が
起
き
る
の
は
、
家
に
い
る
時
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
通
勤
・
通
学
中
や
お
出

掛
け
中
な
ど
、外
出
先
で
被
災
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
電
気
、ガ
ス
、上
・

下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
突
然
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
災
状

況
や
場
面
に
応
じ
て
、 

３
段
階
に
分
け
て
備
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

３
段
階
で

災
害
に
備
え
る

備
え
る

災
害
は
突
然
来
る

い
つ
か
で
は
な
く

今
備
え
よ
う

3 酒田市広報　わたしの街さかた　2026.7



特集　 今日から始めよう わたしとみんなの防災

ペットも家族。もしもの時の「同行避難」

大切なペットの命を守れるのは、飼い主であるあなただけです。 

本市では、ペットと一緒に避難（同行避難）できる避難所があります。
「ペットがいるから」とあきらめず、早めの避難を心掛けましょう。

【受け入れ可能なペット】
犬・猫などの小型哺乳類、鳥類、爬虫類
◆大型動物、魚類、昆虫、特定動物などは対象外
です。

【同行できる避難所】
市内小中学校、南遊佐・大沢・日向・南部・内郷
の各コミセン 
◆上記以外の避難所はペット同行不可。
◆ 災害により一部開設されない場合があります。

《しつけとケージ慣れ》 キャリーやケージに入れても落ち着けるよう練習をしましょう。
《身元表示》 首輪や名札を付けましょう。マイクロチップを入れておくとより安心です。
《健康管理》 定期的に各種予防接種を行いましょう。
《多頭飼育の時は》 自分一人で避難できない場合は、協力者を事前に確保しておきましょう。

【避難のルールと準備】
・  必ず飼育ケージ（屋内）かリード（屋外）で
　避難所での放し飼いは禁止です。
・  ペット用品は「最低1週間分」必要です
　フード・飲料水・療法食・トイレ用品・医薬品・清掃用
　ゴミ袋などは、全て飼い主の責任で準備する必要があります。
・  飼育は飼い主の責任で
　餌やり、掃除、散歩などの世話は全て飼い主が行います。
　避難所ではペットと人は別のスペースで過ごします。

　
災
害
時
に
迅
速
か
つ
安
全
に

避
難
す
る
た
め
に
は
、
正
し

い
情
報
の
取
得
が
重
要
で
す
。

市
か
ら
の
避
難
情
報
な
ど
は
、

防
災
行
政
無
線
、
防
災
ラ
ジ

オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ

リ
ア
メ
ー
ル
）、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
発
信
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
か
っ
た
場
合
は
、
放
送

後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

市
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
内
容
を
確
認

で
き
ま
す
。

　
ま
た
市
か
ら
の
情
報
だ
け

で
な
く
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
日
頃
か
ら
複

数
の
情
報
収
集
手
段
を
確
認

し
て
お
き
、
災
害
時
に
は
自

発
的
に
正
し
い
情
報
を
集
め
、

迅
速
で
安
全
な
避
難
行
動
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
庁
で
は
、
大
雨

な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
き
に
、
警
報

な
ど
の
防
災
気
象
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
避
難
の
判
断
に

役
立
つ
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
気
象
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

市防災行政無線テレフォンサービス

☎24-6551

市ホームページ 市公式SNS

「キキクル」を活用しよう

避難するタイミングは「赤：レベル3」と「紫：レベル4」

災害時は以下の手段で市からの情報を得ることができます

キキクルは、大雨などによる災害の危険度を
色分けされた地図で確認できるツールです。

「レベル3」は高齢者など避難
に時間がかかる人が避難する
タイミングです。
「レベル4」は全員が避難する
タイミングです。

大雨、洪水の際は頑丈な
施設の屋内へ。

地震は屋外避難が原則。
公園や施設駐車場へ。

危険度の高まりを
プッシュ型で
通知するサービス
もあります。 レベル5

特別警報
・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況
・今いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動する

レベル4
危険警報

・危険な場所から全員避難する
・台風などにより暴風が予想される場合は、吹き始める前に避難を完了

レベル3
警報

・避難に時間がかかる高齢者などは危険な場所から避難する
・高齢者など以外の人も必要に応じて避難の準備や自主避難

レベル2
注意報

・ハザードマップなどで災害リスクを再確認する
・自治体から発表される避難情報の把握手段を再確認する

レベル1
早期注意情報

災害
発生

2時間～
0時間前

数時間～
3時間前

半日～
数時間前

数日～
1日前

時
間
推
移
の
イ
メ
ー
ジ

・災害への心構えを一段高める

〈さかたコンポの登録が必要〉
二次元コードから友だち追加を行い、LINEメニューの
「さかたコンポ」のボタンから登録します。

トップページに
「重要なお知らせ」として
表示されます。

　
災
害
の
危
険
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
緊
急
的
に
避
難
す
る
場
所
で

す
。
災
害
発
生
時
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
災
害

に
対
応
す
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

はちゅう

 日頃からの
「もしも」の
備え

多
様
な
手
段
で

情
報
収
集
を
！

知
る

指
定
緊
急
避
難
場
所

小
学
校・中
学
校・コ
ミ
セ
ン（
64
か
所
）

そ
の
他
の
避
難
所（
26
か
所
）

自
宅
に
戻
れ
な
い
場
合
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
が

指
定
避
難
所
に
な
る

（
一
部
例
外
あ
り
）

自
宅
に
戻
れ
な
い
場
合
、

近
隣
の
指
定
避
難
所
へ

　
災
害
に
よ
り
自
宅
へ
戻
れ
な
い
場
合
な
ど

に
一
時
的
に
滞
在
し
、
生
活
す
る
場
所
で
す
。

　
被
害
状
況
や
避
難
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、

次
の
順
番
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

指
定
避
難
所

大
雨
、洪
水

地
震

災
害
発
生
時
の

避
難
の
流
れ

避
難
す
る

災害発生一時的な避難避難生活

▲指定避難所
　一覧（PDF）

▲指定緊急
　避難場所一覧
　（PDF）

▲気象庁
　ホームページ

▲気象庁のホームページをもとに作成

▲キキクルの
　通知サービス

▲キキクル

▲Facebook▲X▲LINE
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【避難のルールと準備】
・  必ず飼育ケージ（屋内）かリード（屋外）で
　避難所での放し飼いは禁止です。
・  ペット用品は「最低1週間分」必要です
　フード・飲料水・療法食・トイレ用品・医薬品・清掃用
　ゴミ袋などは、全て飼い主の責任で準備する必要があります。
・  飼育は飼い主の責任で
　餌やり、掃除、散歩などの世話は全て飼い主が行います。
　避難所ではペットと人は別のスペースで過ごします。

　
災
害
時
に
迅
速
か
つ
安
全
に

避
難
す
る
た
め
に
は
、
正
し

い
情
報
の
取
得
が
重
要
で
す
。

市
か
ら
の
避
難
情
報
な
ど
は
、

防
災
行
政
無
線
、
防
災
ラ
ジ

オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ

リ
ア
メ
ー
ル
）、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
発
信
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
か
っ
た
場
合
は
、
放
送

後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

市
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
内
容
を
確
認

で
き
ま
す
。

　
ま
た
市
か
ら
の
情
報
だ
け

で
な
く
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
日
頃
か
ら
複

数
の
情
報
収
集
手
段
を
確
認

し
て
お
き
、
災
害
時
に
は
自

発
的
に
正
し
い
情
報
を
集
め
、

迅
速
で
安
全
な
避
難
行
動
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
庁
で
は
、
大
雨

な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
き
に
、
警
報

な
ど
の
防
災
気
象
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
避
難
の
判
断
に

役
立
つ
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
気
象
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

市防災行政無線テレフォンサービス

☎24-6551

市ホームページ 市公式SNS

「キキクル」を活用しよう

避難するタイミングは「赤：レベル3」と「紫：レベル4」

災害時は以下の手段で市からの情報を得ることができます

キキクルは、大雨などによる災害の危険度を
色分けされた地図で確認できるツールです。

「レベル3」は高齢者など避難
に時間がかかる人が避難する
タイミングです。
「レベル4」は全員が避難する
タイミングです。

大雨、洪水の際は頑丈な
施設の屋内へ。

地震は屋外避難が原則。
公園や施設駐車場へ。

危険度の高まりを
プッシュ型で
通知するサービス
もあります。 レベル5

特別警報
・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況
・今いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動する

レベル4
危険警報

・危険な場所から全員避難する
・台風などにより暴風が予想される場合は、吹き始める前に避難を完了

レベル3
警報

・避難に時間がかかる高齢者などは危険な場所から避難する
・高齢者など以外の人も必要に応じて避難の準備や自主避難

レベル2
注意報

・ハザードマップなどで災害リスクを再確認する
・自治体から発表される避難情報の把握手段を再確認する

レベル1
早期注意情報

災害
発生

2時間～
0時間前

数時間～
3時間前

半日～
数時間前

数日～
1日前

時
間
推
移
の
イ
メ
ー
ジ

・災害への心構えを一段高める

〈さかたコンポの登録が必要〉
二次元コードから友だち追加を行い、LINEメニューの
「さかたコンポ」のボタンから登録します。

トップページに
「重要なお知らせ」として
表示されます。

　
災
害
の
危
険
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
緊
急
的
に
避
難
す
る
場
所
で

す
。
災
害
発
生
時
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
災
害

に
対
応
す
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

はちゅう

 日頃からの
「もしも」の
備え

多
様
な
手
段
で

情
報
収
集
を
！

知
る

指
定
緊
急
避
難
場
所

小
学
校・中
学
校・コ
ミ
セ
ン（
64
か
所
）

そ
の
他
の
避
難
所（
26
か
所
）

自
宅
に
戻
れ
な
い
場
合
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
が

指
定
避
難
所
に
な
る

（
一
部
例
外
あ
り
）

自
宅
に
戻
れ
な
い
場
合
、

近
隣
の
指
定
避
難
所
へ

　
災
害
に
よ
り
自
宅
へ
戻
れ
な
い
場
合
な
ど

に
一
時
的
に
滞
在
し
、
生
活
す
る
場
所
で
す
。

　
被
害
状
況
や
避
難
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、

次
の
順
番
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

指
定
避
難
所

大
雨
、洪
水

地
震

災
害
発
生
時
の

避
難
の
流
れ

避
難
す
る

災害発生一時的な避難避難生活

▲指定避難所
　一覧（PDF）

▲指定緊急
　避難場所一覧
　（PDF）

▲気象庁
　ホームページ

▲気象庁のホームページをもとに作成

▲キキクルの
　通知サービス

▲キキクル

▲Facebook▲X▲LINE
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復旧工事の進捗状況

令和8年5月15日時点

令和8年5月15日時点

復旧工事の進捗状況（単位：件）
令和8年5月15日時点

ふるさとカフェ等開催実績（単位：回、人）

被災者生活支援・地域支え合い
センター  訪問などの件数（単位：件）

家屋の解体に関する制度

令
和
６
年
７
月
大
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
状
況

特集　 今日から始めよう わたしとみんなの防災

■消防団による特別巡回広報を
　実施します

　
冠
水
し
た
道
路
を
歩
く
と
水
面
下

の
側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落
下
す
る

危
険
が
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
無
理
に
避
難
を
し
な
い
方
が
安

全
で
す
。

①
浸
水
し
て
い
る
場
所
を
通
ら
な
い

と
、
安
全
な
場
所
ま
で
行
け
な
い
場

合
。
無
理
に
移
動
す
る
と
、
水
の
流
れ

に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

②
自
宅
が
２
階
建
て
以
上
の
場
合
。

上
階
に
い
る
方
が
外
を
移
動
す
る
よ

り
も
安
全
で
す
。

③
車
の
中
に
い
る
場
合
。
冠
水
し
た

道
路
に
は
進
入
せ
ず
、
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
車
を
置
い
て
高
台
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

垂
直
避
難
／
自
宅
や
頑
丈
な
建
物
の

２
階
以
上
に
逃
げ
る
。

浸
水
対
策
／
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
水
を
入

れ
た
「
水
の
う
」
を
排
水
口
に
置
き

逆
流
を
防
ぐ
。

情
報
を
集
め
る
／
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
収

集
す
る
。

◆
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
を
伴
う
避

難
情
報
（
レ
ベ
ル
３
や
レ
ベ
ル
４
） 

が
出
て
い
る
場
合
は
状
況
を
確
認

し
、
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
保
で
き
る

場
合
は
避
難
し
ま
す
。

　令和6年7月25日からの大雨災害の
記憶を風化させず、市民の防災意識
のさらなる向上を図るために、消防団
車両による特別巡回広報を市内全域
で実施します。
日 7月24日㈮～26日㈰ 
問 危機管理課地域防災係
☎43-8706

　
令
和
６
年
７
月
の
大
雨
被
害
の
復

旧
状
況
は
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
主

要
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
工
事
が
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

は
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
被
災
し
た
家
屋
の
公
費
で

の
解
体
や
被
災
家
屋
解
体
撤
去
給
付

金
の
給
付
は
す
で
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
　

　
一
方
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

生
活
支
援
は
現
在
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
11
月
に
設
置

し
た
酒
田
市
被
災
者
生
活
支
援
・
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
被
災
世
帯
の
見
守

り
・
相
談
を
行
っ
て
い
る
他
、
被
災

し
て
避
難
さ
れ
た
方
と
避
難
先
の
住

民
と
の
交
流
促
進
や
地
域
情
報
の
提

供
を
目
的
と
し
た
ふ
る
さ
と
カ
フ
ェ

を
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
住
民
ど

う
し
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
回
の
災
害
対
応
を

検
証
し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を

整
理
し
て
地
域
防
災
計
画
に
反
映
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
の
強
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１

第
８
回

道
路
冠
水
の
怖
さ ―

車
で
の
無
理
な
移
動
が
ま
ね
く
危
険―

内
水
氾
濫
で
は
「
無
理
に
動
か
な
い
」

ほ
う
が
安
全
な
ケ
ー
ス
も

「
こ
の
く
ら
い
の
水
な
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
」

　
雨
の
日
に
車
を
運
転
し
て

い
て
、
水
た
ま
り
を
見
か
け
て

そ
う
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
冠
水
し
た
道
路
に
は
、
見
た

目
以
上
に
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
水
深
が
わ
ず
か
10
㎝
程
度

で
も
、
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
て

操
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
度
動
け

な
く
な
る
と
、
車
内
は
あ
っ
と

い
う
間
に
危
険
な
空
間
に
な
り

ま
す
。

　
特
に
怖
い
の
は
、
冠
水
す
る

こ
と
で
道
路
と
側
溝
や
田
ん

ぼ
、
用
水
路
と
の
境
目
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も

通
っ
て
い
る
道
で
も
、
冠
水
す

る
と
ど
こ
が
道
路
か
分
か
ら
な

い
状
態
に
な
り
ま
す
。
実
際
に

冠
水
し
た
時
に
、
側
溝
に
車
輪

が
落
ち
た
り
、
用
水
路
に
転
落

し
た
り
す
る
事
故
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
車
の
内
部
が
浸
水
す
る

と
、
電
気
系
統
が
シ
ョ
ー
ト
し
、

パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
や
ド
ア

ロ
ッ
ク
は
動
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
水
圧
に

よ
っ
て
ド
ア
が
開
か
な
く
な

り
、
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。「
こ

の
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
い

う
判
断
が
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
大
雨
時
は
、
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
ど
う
し
て
も
移
動
が
必
要

な
場
合
は
、
冠
水
し
て
い
る
道

路
に
は
決
し
て
入
ら
ず
「
大
丈

夫
そ
う
」
で
は
な
く
「
や
め
て

お
こ
う
」
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

内
水
氾
濫
と
は

動
か
な
い
時
に
す
べ
き
こ
と

動
か
な
い
ほ
う
が
い
い
ケ
ー
ス

　
川
の
氾
濫
な
ど
で
は
な
く
、
大
雨

に
よ
り
側
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
道
路

な
ど
が
冠
水
す
る
現
象

※令和6年11月～令和7年3月

※令和6年12月～令和7年3月

工事完了
50.5％

状況／種別

道路
橋梁
河川

農地・農業用施設
林業用施設
公営住宅
水道施設

下水道・農業施設
合計

制度概要

区分

※令和6年度

令和7年度

令和8年4月

令和8年5月

　   合計

802

1,684

115

57

2,658

35

78

3

1

117

8

7

0

0

15

9

21

0

0

30

※令和6年度

令和7年度

令和8年4月

令和8年5月

　   合計

3

2

1

1

7

854

1,790

58

30

2,820

訪問

西荒瀬地区

実施回数

16

28

21

15

80

参加者数

9

31

3

1

44

八幡地域

実施回数

171

555

36

13

775

参加者数

3

11

1

1

16

松山地域

実施回数

44

168

15

15

242

参加者数

1

2

0

0

3

市街地・その他

実施回数

6

15

0

0

21

参加者数

16

46

5

3

70

合計

実施回数

237

766

72

43

1,118

参加者数

電話 来所 その他 合計

対象家屋 申請件数 進捗状況

工事件数

23
4
11
46
7
1
12
3
107

工事完了

19
2
9
19
1
1
2
1
54

工事発注済

1
0
1
19
2
0
9
1
33

工事発注前他

3
2
1
8
4
0
1
1
20

工事前他
18.7％

工事発注済
30.8％

公費解体制度
（市が被災家屋を解体
する制度）

令和6年10月より申請の受け付けを
開始し、令和7年12月までに全ての
対象家屋の解体が完了

41棟
（内訳：住家12棟、
非住家29棟）

全壊と判定
された家屋

被災家屋解体撤去給付
金制度
（所有者が被災家屋を
解体する場合に100万
円を給付する制度）

令和6年10月より申請の受け付けを
開始し、令和8年4月までに全ての
申請者への給付が完了

39件
（取り下げを除く）

大規模半壊、
中規模半壊、
半壊と判定
された家屋

6



復旧工事の進捗状況

令和8年5月15日時点

令和8年5月15日時点

復旧工事の進捗状況（単位：件）
令和8年5月15日時点

ふるさとカフェ等開催実績（単位：回、人）

被災者生活支援・地域支え合い
センター  訪問などの件数（単位：件）

家屋の解体に関する制度

令
和
６
年
７
月
大
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災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
状
況

特集　 今日から始めよう わたしとみんなの防災

■消防団による特別巡回広報を
　実施します

　
冠
水
し
た
道
路
を
歩
く
と
水
面
下

の
側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
落
下
す
る

危
険
が
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
無
理
に
避
難
を
し
な
い
方
が
安

全
で
す
。

①
浸
水
し
て
い
る
場
所
を
通
ら
な
い

と
、
安
全
な
場
所
ま
で
行
け
な
い
場

合
。
無
理
に
移
動
す
る
と
、
水
の
流
れ

に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

②
自
宅
が
２
階
建
て
以
上
の
場
合
。

上
階
に
い
る
方
が
外
を
移
動
す
る
よ

り
も
安
全
で
す
。

③
車
の
中
に
い
る
場
合
。
冠
水
し
た

道
路
に
は
進
入
せ
ず
、
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
車
を
置
い
て
高
台
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

垂
直
避
難
／
自
宅
や
頑
丈
な
建
物
の

２
階
以
上
に
逃
げ
る
。

浸
水
対
策
／
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
水
を
入

れ
た
「
水
の
う
」
を
排
水
口
に
置
き

逆
流
を
防
ぐ
。

情
報
を
集
め
る
／
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
収

集
す
る
。

◆
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
を
伴
う
避

難
情
報
（
レ
ベ
ル
３
や
レ
ベ
ル
４
） 

が
出
て
い
る
場
合
は
状
況
を
確
認

し
、
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
保
で
き
る

場
合
は
避
難
し
ま
す
。

　令和6年7月25日からの大雨災害の
記憶を風化させず、市民の防災意識
のさらなる向上を図るために、消防団
車両による特別巡回広報を市内全域
で実施します。
日 7月24日㈮～26日㈰ 
問 危機管理課地域防災係
☎43-8706

　
令
和
６
年
７
月
の
大
雨
被
害
の
復

旧
状
況
は
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
主

要
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
工
事
が
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

は
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
被
災
し
た
家
屋
の
公
費
で

の
解
体
や
被
災
家
屋
解
体
撤
去
給
付

金
の
給
付
は
す
で
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
　

　
一
方
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

生
活
支
援
は
現
在
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
11
月
に
設
置

し
た
酒
田
市
被
災
者
生
活
支
援
・
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
被
災
世
帯
の
見
守

り
・
相
談
を
行
っ
て
い
る
他
、
被
災

し
て
避
難
さ
れ
た
方
と
避
難
先
の
住

民
と
の
交
流
促
進
や
地
域
情
報
の
提

供
を
目
的
と
し
た
ふ
る
さ
と
カ
フ
ェ

を
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
住
民
ど

う
し
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
回
の
災
害
対
応
を

検
証
し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を

整
理
し
て
地
域
防
災
計
画
に
反
映
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
の
強
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１

第
８
回

道
路
冠
水
の
怖
さ ―

車
で
の
無
理
な
移
動
が
ま
ね
く
危
険―

内
水
氾
濫
で
は
「
無
理
に
動
か
な
い
」

ほ
う
が
安
全
な
ケ
ー
ス
も

「
こ
の
く
ら
い
の
水
な
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
」

　
雨
の
日
に
車
を
運
転
し
て

い
て
、
水
た
ま
り
を
見
か
け
て

そ
う
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
冠
水
し
た
道
路
に
は
、
見
た

目
以
上
に
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
水
深
が
わ
ず
か
10
㎝
程
度

で
も
、
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
て

操
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
度
動
け

な
く
な
る
と
、
車
内
は
あ
っ
と

い
う
間
に
危
険
な
空
間
に
な
り

ま
す
。

　
特
に
怖
い
の
は
、
冠
水
す
る

こ
と
で
道
路
と
側
溝
や
田
ん

ぼ
、
用
水
路
と
の
境
目
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も

通
っ
て
い
る
道
で
も
、
冠
水
す

る
と
ど
こ
が
道
路
か
分
か
ら
な

い
状
態
に
な
り
ま
す
。
実
際
に

冠
水
し
た
時
に
、
側
溝
に
車
輪

が
落
ち
た
り
、
用
水
路
に
転
落

し
た
り
す
る
事
故
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
車
の
内
部
が
浸
水
す
る

と
、
電
気
系
統
が
シ
ョ
ー
ト
し
、

パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
や
ド
ア

ロ
ッ
ク
は
動
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
水
圧
に

よ
っ
て
ド
ア
が
開
か
な
く
な

り
、
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。「
こ

の
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
い

う
判
断
が
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
大
雨
時
は
、
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
ど
う
し
て
も
移
動
が
必
要

な
場
合
は
、
冠
水
し
て
い
る
道

路
に
は
決
し
て
入
ら
ず
「
大
丈

夫
そ
う
」
で
は
な
く
「
や
め
て

お
こ
う
」
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

内
水
氾
濫
と
は

動
か
な
い
時
に
す
べ
き
こ
と

動
か
な
い
ほ
う
が
い
い
ケ
ー
ス

　
川
の
氾
濫
な
ど
で
は
な
く
、
大
雨

に
よ
り
側
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
道
路

な
ど
が
冠
水
す
る
現
象

※令和6年11月～令和7年3月

※令和6年12月～令和7年3月

工事完了
50.5％

状況／種別

道路
橋梁
河川

農地・農業用施設
林業用施設
公営住宅
水道施設

下水道・農業施設
合計

制度概要

区分

※令和6年度

令和7年度

令和8年4月

令和8年5月

　   合計

802

1,684

115

57

2,658

35

78

3

1

117

8

7

0

0

15

9

21

0

0

30

※令和6年度

令和7年度

令和8年4月

令和8年5月

　   合計

3

2

1

1

7

854

1,790

58

30

2,820

訪問

西荒瀬地区

実施回数

16

28

21

15

80

参加者数

9

31

3

1

44

八幡地域

実施回数

171

555

36

13

775

参加者数

3

11

1

1

16

松山地域

実施回数

44

168

15

15

242

参加者数

1

2

0

0

3

市街地・その他

実施回数

6

15

0

0

21

参加者数

16

46

5

3

70

合計

実施回数

237

766

72

43

1,118

参加者数

電話 来所 その他 合計

対象家屋 申請件数 進捗状況

工事件数

23
4
11
46
7
1
12
3
107

工事完了

19
2
9
19
1
1
2
1
54

工事発注済

1
0
1
19
2
0
9
1
33

工事発注前他

3
2
1
8
4
0
1
1
20

工事前他
18.7％

工事発注済
30.8％

公費解体制度
（市が被災家屋を解体
する制度）

令和6年10月より申請の受け付けを
開始し、令和7年12月までに全ての
対象家屋の解体が完了

41棟
（内訳：住家12棟、
非住家29棟）

全壊と判定
された家屋

被災家屋解体撤去給付
金制度
（所有者が被災家屋を
解体する場合に100万
円を給付する制度）

令和6年10月より申請の受け付けを
開始し、令和8年4月までに全ての
申請者への給付が完了

39件
（取り下げを除く）

大規模半壊、
中規模半壊、
半壊と判定
された家屋
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